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要         旨 

 

本研究の目的は、心理療法の多様性を解明し、クライエントにと

って有益な心理療法の開発に貢献するために、質的研究法を用いて

クライエント個人の主観から心理療法の成果をとらえることであ

る。 

解決したい悩みを持つ健常な成人９名を協力者とし、解決志向ア

プローチによる３回の試行面接の前後に、個性記述的な質的分析法

である PAC (Personal Attitude Construction)分析による事前事

後テストを行い、個人に固有の世界観における「問題への認識」と

「問題への関わり」がどのように変化したかを探索的に検討した。

その結果、協力者の固有の主観的世界観における「問題への認識」

と「問題への関わり」を明らかにすることができた。クライエント

が変化を実感できた事例と、そうではない事例について検討した。 

次に、より多くの事例における「問題への認識」と「問題への関

わり」の変化をとらえるため、9 名分のデータを、修正版グラウン

デッド・セオリー・アプローチ(M-GTA)を用いて分析した。事前お

よび事後 PAC 分析のプロトコルからそれぞれ、問題のイメージ、解

決のイメージを得た。結果として、問題のイメージと解決のイメー

ジの両方で、主体の動きと、価値を持ちうるものがみられた。但し

それらの関係は、問題および解決のイメージでは異なっていた。 

この臨床的示唆をうけて、「認識と関わりの主体」モデルを提示

した。これにより、認識や関わりの主体への支援や、メタ・コミュ

ニケーションにおける留意点を示すことができた。 
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